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あ
な
た
の
地
域
の

農
業
委
員
会
委
員
を
紹
介
し
ま
す

あ
な
た
の
地
域
の

農
業
委
員
会
委
員
を
紹
介
し
ま
す

牛
久
市
農
業
委
員
会

　
会
　
長
　
山
　
越
　
康
　
義

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま

す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
の
度
、
改
選
後
の
第
一
回
総
会
に

お
い
て
、
皆
様
の
ご
推
挙
に
よ
り
会
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
会
長
と
し
て

四
期
目
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
職
務
の

重
責
に
、
新
た
な
る
決
意
を
持
ち
ま
し

て
、
地
域
農
業
の
振
興
、
牛
久
市
農
業

委
員
会
の
発
展
の
た
め
に
、
努
力
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
の
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
米
な
ど
の
販
売
価
格
の
低
迷
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
、
現
在
、
協
議
中
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題

等
、
内
外
の
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
お

り
将
来
の
状
況
が
予
測
で
き
ず
　
、
ま

す
ま
す
経
営
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
農
業
委
員
会
は
、

農
業
者
の
公
的
代
表
と
し
て
の
役
割
で

あ
る
、
か
け
が
え
の
な
い
農
地
や
担
い

手
を
守
り
、
耕
作
放
棄
地
等
の
解
消
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
農
業
の
振
興
に
向

け
た
取
り
組
み
を
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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会　長
山越　康義

　　①  下根町
　　②  公　選

中山みつい
    ①  遠山町
    ②  選任（土地改良区）

飯岡　幹雄
　　①  ひたちの東
　　②  公　選

坪井　隆典
　　①  小坂町
　　②  公　選

会長職務代理者
 吉田　　功

　　①  桂　町
　　②  選任（農協）

 中島　清樹
　　①  下根町
　　②  選任（共済）

河村　利夫
　　①  柏田町
　　②  公　選

中島　　勉
　　①  女化町
　　②  公　選

 石島ますみ
　　①  小坂町
　　②  選任（議会）

 塩澤　和子
　　①  福田町
　　②  選任（議会）

飯田　光夫
　　①  城中町
　　②  公　選

板倉　　宏
　　①  東大和田町
　　②  公　選

会

長

就

任

挨

拶

①　住所
②　選出区分
　　（敬称略）



（3）第30号 牛久市農業委員会だより 平成27年１月

　
奥
原
町
に
お
住
ま
い
の
酪
農
家
平
沢
克
人
さ
ん
。
御
両
親
が
昭
和

29
年
に
10
頭
の
乳
牛
を
飼
い
始
め
、
徐
々
に
頭
数
を
殖
や
し
、
現
在

は
50
頭
（
成
牛
30
・
育
成
牛
20
）
飼
っ
て
い
ま
す
。
労
力
は
弟
さ
ん

と
二
人
。
餌
や
り
と
搾
乳
は
朝
四
時
半
か
ら
と
夕
方
の
二
回
。
餌
は

高
く
つ
く
け
れ
ど
品
質
が
均
一
な
の
で
、
乾
燥
し
た
輸
入
餌
を
与
え

て
い
る
と
の
こ
と
。

　
ま
た
平
成
16
年
か
ら
始
め
た
機
械
化
に
よ
る
牛
糞
か
ら
の
堆
肥
作

り
（
有
機
腐
植
堆
肥
カ
ウ
ベ
ル
）
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
平
成

20
年
に
は
第
七
回
県
堆
肥
コ
ン
ク
ー
ル
に
於
い
て
、
最
優
秀
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
袋
詰
め
二
千
袋
と
ト
ラ
ッ
ク
百
五
十
台
か

ら
二
百
台
分
の
散
布
用
堆
肥
を
作
り
販
売
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
ふ

か
ふ
か
し
て
臭
み
の
な
い

堆
肥
で
す
。

　
そ
の
他
、
乳
牛
に
黒
毛

和
牛
を
交
配
す
る
牛
の
繁

殖
も
手
が
け
、
子
牛
の
販

売
も
行
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
こ
の
様
に
平
沢

さ
ん
は
日
々
精
力
的
に
仕

事
に
取
り
組
み
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　「
俺
は
牛
に
食
べ
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
ん
だ
か

ら
、
大
切
に
大
切
に
育
て

な
き
ゃ
バ
チ
が
あ
た
る

よ
。」
と
、
平
沢
さ
ん
の

牛
に
注
ぐ
眼
差
し
に
は
優

し
さ
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

愛
す
る
牛
を
飼
っ
て
四
十
年

農
家
訪
問

農
家
訪
問

農業者年金に加入しましょう
〜農業者の方なら広く加入できます〜

１．農業者年金は、長い老後を安心して暮らすための公的

年金制度です 

２．「積立方式」の長期的に安定した年金制度

３．農業に従事する人が広く加入できる

４．意欲ある担い手に保険料助成

５．80歳まで保証がついた終身年金

６．保険料が自由に選択できる（月額保険料２万円が基本）

７．税制上の優遇措置がある

加入の申し込み、お問合せは最寄のJAまたは農業委員会に！

農
業
委
員
会
委
員

 

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
の

提
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
毎
年
一
月
一
日
現

在
で
、
牛
久
市
に
住
所
の
あ
る
資
格
要
件
を
備
え
て
い

る
人
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
選
挙
資
格
を
調
査
し
た

う
え
で
作
ら
れ
ま
す
。

　
名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
と
投
票
も
リ

コ
ー
ル
の
請
求
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
忘
れ

ず
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

農地の転用には許可が必要です
―農地の無断転用をなくそう―

　農地転用とは、農地を農地でなくすこと、すなわち農地に区画形質の変更を加えて住宅
用地や工場用地、道路、山林などの用地に転換することをいいます。また、一時的に資材
置場等に利用する時も転用となります。

市街化区域内では届出、その他の区域では許可が必要です。
　農地は農業生産の基盤であり、食料の生産はもとより、景観・環境保全など、重要な機
能と役割があります。農地はかけがえのない財産です。農業委員会では、無断転用や不法
投棄がないよう、毎月２回定期パトロールを実施しています。
　皆様も、農地のことで何かお気づきになりましたら、お近くの農業委員または農業委員
会へご連絡をお願いします。
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賃借料情報

区分（10a当り） 賃借料標準額

田 10,000〜20,000円

畑 3,000〜8,000円

農作業標準賃金
請負作業標準賃金

項　目
作業名

単　位 料　金 備　考

深耕 10a 10,000円

プラウ耕 10a 6,000円

デスク耕 10a 3,500円 パワーデスク

普通ロータリー 10a 5,000円 畑

耕起 10a 5,000円 田

代かき 10a 6,000円

育苗 １箱 700円 硬化苗

畦塗り 1m当たり 35円

田植え 10a 6,500円 条件により料
金割増

育苗〜田植え 10a
18,000〜　
20,000円

刈取り〜脱穀 10a
16,000〜　
20,000円

倒伏などの条件
により上限とす
る

刈取り〜調整 10a
30,000〜　
35,000円

倒伏などの条
件により上限
とする（袋詰
めまで）

乾燥〜調整
玄米60Kg
当たり

1,800円 （袋詰めまで）

籾すり
玄米60Kg
当たり

1,000円 （　　〃　　）

麦刈り〜調整 10a 22,000円

倒伏などの条
件により上限
とする（袋詰
めまで）

甘藷マルチ張り 10a 10,000円 薬剤散布含む

甘藷マルチ張り 10a 5,000円 薬剤散布なし

落花生マルチ張り 10a 4,000円

肥料と土壌改良
剤の散布

10a 2,500円

資材の運搬は
含まない
片方のみの場
合は1,500円

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

 

編
集
後
記

　
今
年
も
日
本
国
土
で
は
大
き
な
災

害
が
沢
山
起
き
ま
し
た
が
、
幸
い
牛

久
市
は
穏
や
か
な
一
年
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
農
家
に

と
っ
て
、
米
価
の
下
落
が
報
道
さ
れ

素
直
に
喜
べ
ま
せ
ん
。
新
た
な
対
策

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
二
〇
一
五
年
、
良
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
願
い
、
農
業
委
員
一
同
少
し

で
も
お
役
に
立
つ
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
編
集
に
協
力
し
て
頂
き
ま
し
た
皆

さ
ん
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

	

編
集
委
員
　
　
　

中
山
み
つ
い

塩
澤
　
和
子

 

石
島
ま
す
み
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お知らせ
　
10
月
23
日
、
農
業
委
員
会
は
、
宮

城
県
大
崎
市
役
所
で
同
市
農
業
委
員

会
（
鈴
木
悟
会
長
）
と
農
業
後
継
者

の
確
保
、耕
作
放
棄
地
の
解
消
な
ど
、

当
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
意
見
を
交

換
し
ま
し
た
。

　
両
市
会
長
を
は
じ
め
、
委
員
、
市

職
員
ら
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
大

崎
市
は
耕
地
の
91
％
が
水
田
で
あ

り
、
農
業
産
出
額
の
52
・
５
％
が
米

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鈴
木
悟
会
長
は

「
後
継
者
の
確
保
に
つ
い
て
、
現
状

は
厳
し
い
が
、
婚
活
事
業
の
充
実
を

市
に
要
望
し
て
い
る
。」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
つ
い
て

は
、「
毎
年
、
農
地
利
用
状
況
調
査

を
実
施
し
、
荒
廃
地
と
判
断
し
た

 

農
業
委
員
視
察
研
修

　
去
る
８
月
20
日
い
ば
ら
き
女
性
農

業
委
員
の
会
第
10
回
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
会
員
は
59
名
で

す
。
明
る
く
生
き
甲
斐
の
あ
る
く
ら

し
と
魅
力
あ
る
農
業
と
地
域
づ
く
り

に
向
け
て
、
生
活
・
地
域
に
根
ざ
し

た
視
点
に
立
っ
て
の
活
躍
の
た
め
、

資
質
向
上
及
び
課
題
の
検
討
、
会
員

相
互
の
連
携
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
は
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
本
市
の
中
山
み
つ
い
委
員
が
会

長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
二

年
間
で
す
。
中
山
会
長
は
「
今
後
も

女
性
の
感
性
と
視
点
を
生
か
し
た
活

動
を
し
て
い
き
た
い
。」
と
抱
負
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
12
月
８
日
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

が
茨
城
県
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

女
性
農
業
委
員
便
り

　
こ
の
度
の
改
選
に
伴
い
、
次
の

方
々
が
農
業
委
員
会
を
退
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
多
大
な
る
業
績
に
対
し
、
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。
長
い
間
、
本
当
に

ご
苦
労
様
で
し
た
。

（
敬
称
略
、
選
出
区
分
）

　
　
木
村
　
幸
子
（
議
会
推
薦
）

　
　
市
川
　
圭
一
（
議
会
推
薦
）

　
　
長
沼
　
秀
樹
（
公
　
　
選
）

 

退
任
さ
れ
た
農
業
委
員
会
委
員

農
地
を
相
続
し
た
と
き
は

農
業
委
員
会
へ
の

届
出
が
必
要
で
す

手
続
き
は
農
業
委
員
会
へ

　
　
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
！

鬼
お
に
こ
う
べ

首
地
区
の
5.2
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
菜

の
花
畑
と
し
た
ほ
か
、
今
後
も
継
続

し
て
解
消
を
す
す
め
て
い
く
。」
と

の
事
で
し
た
。


